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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタハウジングの端子収容部に対応したマットシールの端子挿入孔に対応した複数
の貫通孔と、前記貫通孔の内部に設けられて前記端子挿入孔を塞ぐ防水ピンと、
　前記防水ピンと前記貫通孔の内周壁との間に架橋された破断可能なピン保持部と、を備
え、
　前記防水ピンが、前記ピン保持部により前記貫通孔内に保持されており、使用位置の前
記端子収容部に対応した前記防水ピンが、後方からの打ち抜き治具の押し込みによって前
記ピン保持部を破断することにより、打ち抜き除去される防水コネクタのマットシールカ
バーであって、
　前記ピン保持部と前記貫通孔の前記内周壁との結合部が、前記貫通孔の前記内周壁に設
けられた凹部の底面に配置されていることを特徴とする防水コネクタのマットシールカバ
ー。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防水コネクタのマットシールカバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の防水コネクタとして、複数の端子収容部を有したコネクタハウジングの後部に、
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各端子収容部に対応する位置にそれぞれ端子挿入孔を有したマットシール〔一括防水（ゴ
ム）栓などとも呼ばれる〕を装着したものが知られている。この防水コネクタでは、後方
から端子をマットシールの端子挿入孔を通して端子収容部に挿入した際に、マットシール
の端子挿入孔の内周が、端子から後方へ延びる電線の外周に密着することで、各電線とコ
ネクタハウジングとの間を一括シールしている。
【０００３】
　この種の防水コネクタでは、回路仕様によって、端子収容部に端子を挿入しない「空き
端子収容部（空き部屋）」が発生することがある。空き端子収容部が発生する場合は、空
き端子収容部に対応する位置のマットシールの端子挿入孔を塞がなくてはならない。従来
は、ダミー栓などと呼ばれる防水ピンをマットシールの端子挿入孔に挿入して不使用位置
の端子挿入孔を閉塞している。ところが、空き端子収容部の数が多くなると、防水ピンの
挿入に手間がかかることになる。
【０００４】
　そこで、マットシールの後側に装着する合成樹脂製のマットシールカバーに、予め全数
の端子挿入孔に対応する防水ピンを一体に設けておき、使用位置の端子収容部に対応する
防水ピンを打ち抜き治具の押し込みによって打ち抜き除去し、不使用位置の端子収容部に
対応する防水ピンだけを残すことが行われている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　図６はそのようなタイプのマットシールカバーを備えた従来の防水コネクタの分解斜視
図である。
【０００６】
　図６に示すように、この防水コネクタ５０１は、後方から複数の端子（図示略）が収容
される合成樹脂製のコネクタハウジング５１０と、コネクタハウジング５１０の後部に嵌
め込まれるゴム製または柔軟樹脂製のマットシール５２０と、コネクタハウジング５１０
の後部に嵌合固定されることで、マットシール５２０を後側から押圧しつつ脱落防止する
合成樹脂製のマットシールカバー５３０と、コネクタハウジング５１０の外側に回動可能
に装着された合成樹脂製のレバー５５０と、コネクタハウジング５１０の内部に前方から
挿入されるパッキン５６０と、コネクタハウジング５１０の前部に装着されるフロントホ
ルダ５７０と、を具備している。
【０００７】
　コネクタハウジング５１０は、それぞれ端子を収容する複数の端子収容部５１５を有し
た内周側のインナーハウジング５１１と、その外周側のアウターハウジング５１２とを備
えている。アウターハウジング５１２は、図示しない相手コネクタのコネクタハウジング
の嵌合筒壁の外周に嵌合する部分である。インナーハウジング５１１は、相手コネクタの
コネクタハウジングの嵌合筒壁の内周に嵌合する部分である。アウターハウジング５１２
の後端は、インナーハウジング５１１の後端に結合されている。また、コネクタハウジン
グ５１０の後部には、マットシール５２０を嵌め込むための筒壁部（図示略）が設けられ
ている。
【０００８】
　マットシール５２０は、マット本体５２１の外周に、マット本体５２１がコネクタハウ
ジング５１０の後部の筒壁部の内周に嵌め込まれた際に、筒壁部との隙間をシールするリ
ップ部５２２を有している。マット本体５２１のコネクタハウジング５１０の各端子収容
部５１５に対応する位置には、それぞれ端子挿入孔５２５が貫通形成されている。このマ
ットシール５２０は、コネクタハウジング５１０の後部に装着された状態で、端子挿入孔
５２５を通して端子収容部５１５に端子がそれぞれ挿入された際に、各端子挿入孔５２５
の内周が、各端子から後方へ延びる電線の外周にそれぞれ密着することで、各電線とコネ
クタハウジング５１０との間を一括シールする。
【０００９】
　図７はマットシールカバー５３０の正面図、図８は打ち抜き治具１００を組み合わせて
示す図７のＤ－Ｄ矢視断面図、図９の（ａ）は図８の部分拡大図、（ｂ）はピン保持部５
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３４と貫通孔５３２の隔壁５３３とを分かりやすく示すための（ａ）と同様の図、図１０
は防水ピン５３５とピン保持部５３４と貫通孔５３２との関係を分かりやすく示すための
正面模式図である。
【００１０】
　マットシールカバー５３０は、図６に示すように、マットシール５２０の後側に配置さ
れてコネクタハウジング５１０に係合されることで、マットシール５２０を抜け止めする
と共にマットシール５２０に十分なシール性発揮のための押圧力を付与するためのもので
ある。
【００１１】
　図７～図１０に示すように、合成樹脂の成形品からなるマットシールカバー５３０のカ
バー本体５３１には、マットシール５２０の各端子挿入孔５２５に対応する位置に、端子
を挿入すると共に電線を後方へ引き出すための貫通孔５３２が設けられている。また、こ
れら全部の貫通孔５３２内には、ピン保持部５３４を介して、防水ピン３５が一体に設け
られている。
【００１２】
　各防水ピン５３５は、コネクタハウジング５１０の全数の端子収容部５１５のうち、不
使用位置の端子収容部５１５に対応したマットシール５２０の端子挿入孔５２５を塞ぐた
めのものである。防水ピン５３５は、防水ピン５３５と貫通孔５３２の内周壁５３２ａと
の間に架橋された破断可能なピン保持部５３４によって、防水ピン５３５の周方向の少な
くとも２箇所で保持されている。本例の場合は、図９（ｂ）及び図１０に示すように、隣
接する貫通孔５３２間の隔壁５３３の両側面（貫通孔５３２の内周壁）にピン保持部５３
４が結合されている。
【００１３】
　このマットシールカバー５３０を使用する場合は、予め、コネクタハウジング５１０の
使用位置の端子収容部５１５に対応する貫通孔５３２内の防水ピン５３５を、打ち抜き治
具１００で打ち抜き除去する。即ち、コネクタハウジング５１０の全部の端子収容部５１
５のうち、不使用位置の端子収容部５１５が発生する場合は、図９～図１１に示すように
、不使用位置の端子収容部５１５に対応した防水ピン５３５を除く使用位置の端子収容部
５１５に対応した防水ピン５３５を、後方から打ち抜き治具１００の打ち抜きピン１０１
を押し込んでピン保持部５３４を破断することによって、打ち抜き除去する。
【００１４】
　なお、図８及び図９に示す打ち抜き治具１００には、全数の防水ピン５３５に対応した
打ち抜きピン１０１が設けられているが、実際は、必要な位置のみに打ち抜きピン１０１
が設けられた打ち抜き治具１００を使用する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】特開２００６－３２４１６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　ところで、防水ピン５３５を打ち抜き治具１００で打ち抜くときに、図１１に示すよう
に、ピン保持部５３４の破断部にバリ５３４ｐができることがある。このバリ５３４ｐが
端子５０３の挿入スペース内に飛び出していると、電線の先端に取り付けてある端子５０
３を、防水ピン５３５を打ち抜いた貫通孔５３２に挿入する際に障害となる。例えば、バ
リ５３４ｐが障害となり、端子５０３の挿入自体が困難となったり、挿入する端子５０３
にバリ５３４ｐから欠け落ちた欠片などが拾われて、端子５０３の接点部に付着したりし
て、接点不良を招く可能性がある。そのため、小さなバリ５３４ｐしかなくても、不良品
として処理しなければならず、歩留まり悪化の原因となるおそれがあった。
【００１７】
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　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、打ち抜き治具の押
し込みによってピン保持部を破断して防水ピンを打ち抜いた際に、ピン保持部の破断部に
多少のバリが生じても、その影響なく、防水ピンを打ち抜いた後の貫通孔に端子をスムー
ズに挿入することのできるマットシールカバーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の上記目的は、下記の構成により達成される。
　（１）　コネクタハウジングの端子収容部に対応したマットシールの端子挿入孔に対応
した複数の貫通孔と、
　前記貫通孔の内部に設けられて前記端子挿入孔を塞ぐ防水ピンと、
　前記防水ピンと前記貫通孔の内周壁との間に架橋された破断可能なピン保持部と、を備
え、
　前記防水ピンが、前記ピン保持部により前記貫通孔内に保持されており、使用位置の前
記端子収容部に対応した前記防水ピンが、後方からの打ち抜き治具の押し込みによって前
記ピン保持部を破断することにより、打ち抜き除去される防水コネクタのマットシールカ
バーであって、
　前記ピン保持部と前記貫通孔の前記内周壁との結合部が、前記貫通孔の前記内周壁に設
けられた凹部の底面に配置されていることを特徴とする防水コネクタのマットシールカバ
ー。
【００１９】
　上記（１）の構成のマットシールカバーによれば、打ち抜き治具の押し込みによってピ
ン保持部を破断して防水ピンを打ち抜いた際に、ピン保持部の破断部に多少のバリが残っ
たとしても、そのバリが凹部の深さの範囲内にある限りは、マットシールカバーの貫通孔
に端子を挿入する際の邪魔にならない。つまり、端子の挿入スペースに障害となる異物（
バリ）がない状態となるので、端子の挿入をスムーズに行うことができる。また、挿入す
る端子がバリに接触するおそれがないので、端子によってバリの欠片が拾われて、それが
原因で接点不良を起こしたりするおそれも皆無であり、多少のバリがあっても不良品とし
て処分する必要がなくなり、歩留まり向上に寄与することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、打ち抜き治具の押し込みによってピン保持部を破断して防水ピンを打
ち抜いた際に、ピン保持部の破断部に多少のバリが残ったとしても、端子の挿入をスムー
ズに行うことができる。また、挿入する端子がバリに接触するおそれを無くすことができ
、多少のバリがあっても不良品として処分する必要がなくなり、歩留まり向上に寄与する
ことができる。
【００２１】
　以上、本発明について簡潔に説明した。さらに、以下に説明される発明を実施するため
の形態（以下、「実施形態」という。）を添付の図面を参照して通読することにより、本
発明の詳細は更に明確化されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は本発明の実施形態のマットシールカバーを使用した防水コネクタの分解斜
視図である。
【図２】図２はマットシールカバーの正面図及びその部分拡大図である。
【図３】図３は図２のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図４】図４は図３の部分拡大図である。
【図５】図５はピン保持部の破断部に生じたバリの影響を受けずに端子を貫通孔に通すこ
とができることを示すマットシールカバーの正面図及びその部分拡大図である。
【図６】図６は従来の防水コネクタの分解斜視図である。
【図７】図７は従来の防水コネクタにおけるマットシールカバーの正面図である。
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【図８】図８は打ち抜き治具を組み合わせて示す図７のＤ－Ｄ矢視断面図である。
【図９】図９（ａ）は図８の部分拡大図、図９（ｂ）はピン保持部と貫通孔の隔壁を分か
りやすく示すための図９（ａ）と同様の図である。
【図１０】図１０は防水ピンとピン保持部と貫通孔との関係を分かりやすく示す正面図で
ある。
【図１１】図１１はピン保持部の破断部に生じたバリの影響を受けて、端子を貫通孔にス
ムーズに通すことができなくなったことを示すマットシールカバーの正面図及びその部分
拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態を説明する。
　図１は実施形態のマットシールカバーを使用した防水コネクタの分解斜視図である。
【００２４】
　図１に示すように、この防水コネクタ１は、後方から複数の端子（図示略）が収容され
る合成樹脂製のコネクタハウジング１０と、コネクタハウジング１０の後部に嵌め込まれ
るゴム製または柔軟樹脂製のマットシール２０と、コネクタハウジング１０の後部に嵌合
固定されることで、マットシール２０を後側から押圧しつつ脱落防止する合成樹脂製のマ
ットシールカバー３０と、コネクタハウジング１０の外側に回動可能に装着された合成樹
脂製のレバー５０と、コネクタハウジング１０の内部に前方から挿入されるパッキン６０
と、コネクタハウジング１０の前部に装着されるフロントホルダ７０と、マットシールカ
バー３０の後側に装着される電線カバー８０と、を具備している。
【００２５】
　コネクタハウジング１０は、それぞれ端子を収容する複数の端子収容部１５を有した内
周側のインナーハウジング１１と、その外周側のアウターハウジング１２と、インナーハ
ウジング１１及びアウターハウジング１２の後側に配置された、マットシール２０を嵌め
込むための筒壁部１４と、を備えている。アウターハウジング１２は、図示しない相手コ
ネクタのコネクタハウジングの嵌合筒壁の外周に嵌合する部分である。インナーハウジン
グ１１は、相手コネクタのコネクタハウジングの嵌合筒壁の内周に嵌合する部分である。
アウターハウジング１２の後端は、インナーハウジング５１１の後端及び筒壁部１４の前
端に結合されている。
【００２６】
　マットシール２０は、マット本体２１の外周に、マット本体２１がコネクタハウジング
１０の後部の筒壁部１４の内周に嵌め込まれた際に、筒壁部１４との隙間をシールするリ
ップ部２２を有している。マット本体２１のコネクタハウジング１０の各端子収容部１５
に対応する位置には、それぞれ端子挿入孔２５が貫通形成されている。このマットシール
２０は、コネクタハウジング１０の後部の筒壁部１４の内周に嵌め込まれた状態で、端子
挿入孔２５を通して端子収容部１５に端子がそれぞれ挿入された際に、各端子挿入孔２５
の内周が、各端子から後方へ延びる電線の外周にそれぞれ密着することで、各電線とコネ
クタハウジング１０との間を一括シールする。
【００２７】
　図２はマットシールカバーの正面図及びその部分拡大図、図３は図２のＡ－Ａ矢視断面
図、図４は図３の部分拡大図である。
【００２８】
　マットシールカバー３０は、図１に示すように、マットシール２０の後側に配置されて
、コネクタハウジング１０のロック部１８に自身のロック部３８が係合されることで、マ
ットシール２０を抜け止めすると共にマットシール２０に十分なシール性発揮のための押
圧力を付与する機能を果たす。
【００２９】
　図２～図４に示すように、合成樹脂の成形品よりなるマットシールカバー３０のカバー
本体３１には、マットシール２０の各端子挿入孔２５に対応する位置に、端子を挿入する
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と共に電線を後方へ引き出すための貫通孔３２が設けられている。これら全部の貫通孔３
２内には、ピン保持部３４を介して、防水ピン３５が一体に設けられている。
【００３０】
　各防水ピン３５は、コネクタハウジング１０の全数の端子収容部１５のうち、不使用位
置の端子収容部１５に対応したマットシール２０の端子挿入孔２５を塞ぐためのものであ
る。防水ピン３５は、防水ピン３５と貫通孔３２の内周壁３２ａとの間に架橋された破断
可能なピン保持部３４によって、防水ピン３５の周方向の少なくとも２箇所で保持されて
いる。
【００３１】
　本例の場合は、例えば、図２に示すように、貫通孔３２が横に配列された方向に対して
直交する方向の防水ピン３５の上下の位置にピン保持部３４が配置されている。そして、
ピン保持部３４と貫通孔３２の内周壁３２ａとの結合部３４ａが、貫通孔３２の内周壁３
２ａに設けられた凹部３６の底面３６ａに配置されている。
【００３２】
　また、隣接する貫通孔３２間の隔壁３３の片側面（貫通孔３２の内周壁３２ａ）にも円
弧状の凹部３７が形成されている。図２に示すように、防水ピン３５の上下に配置された
ピン保持部３４の他に、その円弧状の凹部３７の底面３７ａに結合部３４ａが配された状
態で、防水ピン３５の片側方にも、防水ピン３５を保持するピン保持部３４が配置されて
いてもよい。
【００３３】
　このマットシールカバー３０を使用する場合は、予め、コネクタハウジング１０の使用
位置の端子収容部１５に対応する貫通孔３２内の防水ピン３５を、打ち抜き治具１００で
打ち抜き除去する。即ち、コネクタハウジング１０の全部の端子収容部１５のうち、不使
用位置の端子収容部１５が発生する場合は、図３及び図４に示すように、不使用位置の端
子収容部１５に対応した防水ピン３５を除く使用位置の端子収容部１５に対応した防水ピ
ン３５を、後方から打ち抜き治具１００の打ち抜きピン１０１を押し込んでピン保持部３
４を破断することによって打ち抜き除去する。
【００３４】
　なお、図３及び図４に示す打ち抜き治具１００には、全数の防水ピン３５に対応した打
ち抜きピン１０１が設けられているが、実際は、必要な位置のみに打ち抜きピン１０１が
設けられた打ち抜き治具１００を使用する。
【００３５】
　上記のように、ピン保持部３４を破断して防水ピン３５を打ち抜いた際に、図５に示す
ように、ピン保持部３４の破断部（貫通孔３２の内周壁３２ａに対する結合部３４ａが破
断しやすい部位とされている）に多少のバリ３４ｐが残ったとしても、そのバリ３４ｐが
凹部３６（３７）の深さの範囲内にある限りは、マットシールカバー３０の貫通孔３２に
端子３を挿入する際の邪魔にならない。
【００３６】
　つまり、端子３の挿入スペースに障害となる異物（バリ３４ｐ）がない状態となるので
、端子３の挿入をスムーズに行うことができる。また、挿入する端子３がバリ３４ｐに接
触するおそれがないので、端子３によってバリ３４ｐの欠片が拾われて、それが原因で接
点不良を起こしたりするおそれも皆無であり、多少のバリ３４ｐがあっても不良品として
処分する必要がなくなり、歩留まり向上に寄与することができる。
【００３７】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、適宜、変形、改良、等
が可能である。その他、上述した実施形態における各構成要素の材質、形状、寸法、数、
配置箇所、等は本発明を達成できるものであれば任意であり、限定されない。
【００３８】
　ここで、上述した本発明に係る防水コネクタのマットシールカバーの実施形態の特徴を
それぞれ以下［１］に簡潔に纏めて列記する。
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　［１］　コネクタハウジング（１０）の端子収容部（１５）に対応したマットシール（
２０）の端子挿入孔（２５）に対応した複数の貫通孔（３２）と、
　前記貫通孔（３２）の内部に設けられて前記端子挿入孔（２５）を塞ぐ防水ピン（３５
）と、
　前記防水ピン（３５）と前記貫通孔（３２）の内周壁（３２ａ）との間に架橋された破
断可能なピン保持部（３４）と、を備え、
　前記防水ピン（３５）が、前記ピン保持部（３４）により前記貫通孔（３２）内に保持
されており、使用位置の前記端子収容部（１５）に対応した前記防水ピン（３５）が、後
方からの打ち抜き治具（１００）の押し込みによって前記ピン保持部（３４）を破断する
ことにより、打ち抜き除去される防水コネクタのマットシールカバー（３０）であって、
　前記ピン保持部（３４）と前記貫通孔（３２）の前記内周壁（３２ａ）との結合部（３
４ａ）が、前記貫通孔（３２）の前記内周壁（３２ａ）に設けられた凹部（３６）の底面
（３６ａ）に配置されていることを特徴とする防水コネクタのマットシールカバー（３０
）。
【符号の説明】
【００４０】
　１　防水コネクタ
　３　端子
　１０　コネクタハウジング
　１５　端子収容部
　２０　マットシール
　２５　端子挿入孔
　３０　マットシールカバー
　３２　貫通孔
　３２ａ　内周壁
　３４　ピン保持部
　３４ａ　貫通孔の内周壁との結合部
　３５　防水ピン
　３６　凹部
　３６ａ　底面
　３７　円弧状の凹部
　３７ａ　底面
　１００　打ち抜き治具
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